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●「ビジネスと人権」への注目の高まり（法制化、市民社会からの監視強化）
⇒サプライチェーンにおける人権課題への対応

●消費者の食材のトレーサビリティーに関する意識変化
⇒品質・価格だけでなく「どこで、誰が、どのように生産したのか？」

●東京2020大会 持続可能性に配慮した調達コード
⇒グローバルな基準・認証への対応
⇒ロンドン・フードビジョン（食品調達規則）が大会後のレガシーに

●企業活動（機内食の提供）を通じた持続可能な開発目標（SDGｓ）への貢献

背景
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●サプライチェーンにおいて生産者までさかのぼり、関連する人・団体にIDを付与し関連情
報を登録することで、サプライチェーンの見える化を実現するデジタルプラットフォーム

インターネット（PC/携帯/タブレット） 地図上に表示
関連情報を登録

●ニューヨークに本部を置く非営利法人「ブルーナンバー財団」
パームオイルの生産現場における「環境破壊」「人権侵害」が問題となりマレーシアに
おけるパイロットプロジェクトからスタート
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透明性ある食のサプライチェーンを実現する「ブルーナンバー・イニシアティブ」
に、2017年1月に日本企業として初めて参画
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（サプライヤーの先の）生産者 詳細情報

開示情報

基本情報

• Bluenumber ID
• 性別
• 生産物
• 位置情報
（what3words）

＋追加情報

• 組織名、所在地
• 担当者情報
• 認証情報 他

• 生産者氏名、住所
• 携帯電話番号
• メールアドレス
• 認証情報 他
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国際線ファーストクラスの機内食において、「グローバルGAP」を取得した、
青森県立五所川原農林高等学校の生徒が育てたお米を使用。

五農米、世界へ！～高校生が育てたお米を空の上でご提供します～
国際水準の第三者認証である「グローバルGAP」を取得した「五農米」。
このお米は青森県立五所川原農林高等学校生徒の皆さんの手によって大切に育てられたもの
です。ANAグループでは、2017年12月～翌2月の期間限定で羽田・成田発国際線のファース
トクラスの機内食においてこの五農米を提供します。

●機内食において「持続可能性に配慮した食材」の提供
●認証食材についての発信（広報リリース・機内誌・メニュー表）
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